
問　
こ
れ
ま
で
の
担
い
手

不
足
へ
の
対
応
と
成
果
、

管
轄
区
割
り
見
直
し
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方

向
性
は
。

答　
担
い
手
不
足
は
全
国

的
課
題
で
あ
り
、
村
で
は

報
酬
額
の
段
階
的
引
き
上

げ
や
広
報
を
、
各
分
団
で

は
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
に

今
後
、
意
見
集
約
後
に
円

滑
な
再
編
を
進
め
る
。

問　
人
口
動
態
や
地
理
的

条
件
な
ど
、
客
観
的
デ
ー

タ
に
基
づ
く
検
討
は
。

答　
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ

と
す
る
。

問　
消
防
団
改
革
に
向
け

た
実
行
体
制
は
。

答　
検
討
組
織
の
設
置
は

意
見
照
会
結
果
を
踏
ま
え

判
断
。
現
状
の
団
員
数
は

高
充
足
率
で
、
災
害
対
応

の
協
力
体
制
も
構
築
済
み

で
あ
る
。
再
編
は
地
域
理

解
や
影
響
の
大
き
さ
を
見

極
め
つ
つ
、
段
階
的
に
進

め
る
こ
と
も
検
討
が
必
要
。

問 消防団員不足と
� 管轄区割り再編は

答 段階的に進めることも含め検討が必要

問 海岸線の白砂青松を守る施策は
答 クロマツ林『リジェネプロジェクト』

で
対
応
。
加
え
て
、
抵
抗

性
ク
ロ
マ
ツ
苗
の
植
樹
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
東
海
村
松
く
い
虫
防
除

対
策
連
絡
会
」
を
組
織
し
、

適
切
な
防
除
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。

問　
被
害
が
広
が
る
と
、

防
除
対
策
に
人
手
と
お
金

が
か
か
る
。
県
内
で
外
来

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
よ
る
サ

ク
ラ
枯
れ
被
害
が
発
生
・

拡
大
し
て
い
る
。
サ
ク
ラ

が
ク
ロ
マ
ツ
と
同
じ
道
を

た
ど
ら
な
い
た
め
に
も
、

早
期
の
対
策
が
不
可
欠
。

答　
情
報
の
共
有
を
強
化

し
、
早
期
の
発
見
と
適
切

な
対
応
に
努
め
る
。

問　
村
松
海
岸
で
松
く
い

虫
に
よ
る
マ
ツ
枯
れ
が
広

が
っ
て
い
る
。
千ち

ぢ々

乱ら
ん
ぷ
う風

伝
説
の
砂
嵐
を
防
ぐ
た
め

に
も
村
松
海
岸
の
松
林
を

守
る
こ
と
は
大
切
。
被
害

は
海
岸
松
林
の
何
割
程
度

に
広
が
っ
て
い
る
か
。
被

害
拡
大
防
止
の
た
め
に
こ

れ
ま
で
に
投
入
し
た
費
用

と
そ
の
対
応
は
。

答　
平
成
24
年
頃
か
ら
被

害
が
拡
大
し
、
現
在
は
全

体
の
５
～
６
割
程
度
に
広

が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

よ
る
入
団
を
促
進
。
現
時

点
で
成
果
は
明
確
で
は
な

い
が
、
他
市
町
村
の
事
例

も
参
考
に
引
き
続
き
対
応

す
る
。
管
轄
区
割
り
見
直

し
は
、
分
団
長
会
議
で
現

７
区
分
を
コ
ミ
セ
ン
同
様

の
６
区
分
に
再
編
す
る
案

を
提
示
し
、
各
分
団
長
や

団
員
と
情
報
共
有
・
意
見

照
会
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

る
。
被
害
拡
大
防
止
と
松

林
再
生
の
た
め
に
平
成
28

年
度
か
ら
の
10
年
間
で
約

６
０
０
０
万
円
投
入
し
、

薬
剤
散
布
や
枯
れ
木
の
伐

倒
お
よ
び
く
ん
蒸
処
理
等

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

新政とうかい

川
か わ

崎
さ き

　克
か つ

彦
ひ こ

　議員

毎年開催されている消防団夏季訓練

村松海岸の松林を守るためにスーパー
エリートの抵抗性クロマツ苗を植樹

一

般

質

問
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